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  研究所の概要 

 

医療分野には、治療格差の解消、死亡率の高い病気の撲滅、感

染症対策等の依然として解決すべき課題が多く存在します。情報技

術はこうした諸問題を解決する「医療の未来」を実現する有効手段と

して期待されています。 

本研究所では、医療に関する各種の問題を解決するため、これ

まで以上に情報技術を活用し、医療の質と効率を上げる活動を行っ

ていき、のミッションとして、以下の 3つを掲げています。 

• 多角的視点からの医療分野×情報技術の融合 

• 実用的医療情報システムの創出 

• 医療のための先端情報技術の研究及び成果の社会還元 

 

  令和5年度の実施項目 

 

•  研究所活動の開示とネットワーキングを目的としたオンラインミーティングの開催 

• 医療分野に対する ITによるソリューション提案 

• 医療情報システムの試作と検証 

• 医療情報システムの運用による地域医療への貢献 

• 電子カルテデータの解析とそれによる医療の質の改善の提案 

• 学術的成果の学術会議での発表 

 

令和4年度の研究活動内容及び成果 

 

本研究所では、医療情報に関する研究を推進するため、AIIT 医療情報研究所を運営・活用し、医工連携の

環境を構築し、複数の医療機関及び医師と連携し、医療分野での ITの活用に関する調査、研究を行い、情報

システム開発、実証実験、論文執筆、学会発表を行った。 

• 医療現場とのネットワーキング 

医療の質の向上、効率改善を目指すため、藤田医科大学、国際医療福祉大学等の医療機関と連携し、

最新の ITの活用を考慮し、多角的に医療の課題を議論、検証した。 

• ITを用いた脳梗塞急性治療の支援システム開発 

脳梗塞急性期治療（t-PA治療、脳血管内治療）の早期開始を実現するため、ITを活用した支援システム

（Task Calc. Stroke）の研究を継続した。また、藤田医科大学（愛知県）等の複数の病院での実証運用の

規模を拡げ、患者の病院到着から治療開始までの時間の短縮及び安定、関係者の負担の軽減の効果

が測定できた。 

• 電子カルテに関する他大学及び企業との連携研究 

宮崎大学医学部附属病院、千葉大学医学部附属病院、東京工業大学、企業１社と連携で電子カルテの

所長 
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解析及びその活用の議論を行った。 

 

当研究の成果は国際ジャーナル 1編、国際会議 1編、国内学会 4編で発表した。 
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